
未就学児の安全な自転車利用

【トレーラーを活用した同乗時の安全性向上】

【交通教育を通じた自走時の安全性向上】

ライトウェイプロダクツジャパン (株 )企画室 左木 孝徳、小枝指 諒

① 子育て層が抱える自転車移動の問題 ②トレーラーによる安全性の向上 ③けん引特有のリスク

④道交法の位置づけ ⑤走行空間 ⑥今後の課題

⑦試乗車お貸しできます

A. 登園問題

・特に東京などの人口密集地では保育園に駐車場を設ける余

裕がなく、徒歩圏内の保育園に入園できるとは限らないため

自転車が登園の主要な足となっている。

・子どもを載せた状態での自転車の事故（特に停車中）が多

発している。

・もっと安全に利用できる自転車（トレーラー含む）が商品

として世界にあるにも関わらず、日本の法環境や旧来の生活

習慣に沿った制度、社会基盤の都合で、通行や駐車が制限さ

れている。

B. サイクリング問題

・子どもが小さいうちは自転車に乗れず、子どもが乗れるよ

うになっても、体力差などから一緒に走れるようになるまで

ブランク期間があって、楽しめない。

①小学1年生でも多くの死傷者が発生

②未就学児向け交通教育の現状

③解決に向けた課題 ④未就学児向け教育 受託できます
・自転車の事故は小学 1年生から発生しており、小学 3年生

になると歩行中の事故よりも多くの死傷者が発生。

・一般的に小学 3年生から自転車の交通安全教育が行われて

いるが、実際は未就学児の段階から自転車も含めた交通安全

教育が必要。

A. 牽引の制限

第６０条（自動車以外の車両の牽引制限）

　公安委員会は、道路における危険を防止し、その他交通の

安全を図るため必要があると認めるときは、自動車以外の車

両によつてする牽引の制限について定めることができる。

→つまり、都道府県公安委員会規則で牽引の可否は定めてい

る。 

B. 東京都の例：(自動車以外の車両のけん引制限 )

交通の頻繁な道路においては、他の車両をけん引してはなら

ない。ただし、けん引するための装置 (堅ろうで運行に十分

耐えるものに限る。)を有する原動機付自転車又は自転車に

より、けん引されるための装置 (堅ろうで運行に十分耐える

ものに限る。)を有するリヤカー 1台をけん引するときは、

この限りでない。

・車体のバランスを難しくする車体前端後端への積載を減ら

せ、重量も重くならないため、車体が安定し、安全な走行が

できる。

・子ども自身が動き、シートに座れるため、親が高いシートに

抱っこでの乗せ下ろしをする必要がなくなる。結果、停車時

に自転車を倒すリスクを軽減できる。特に子どもが成長し、

体重が増したあとや、2人ともに成長する双子、母親の妊娠時

などの乗せ下ろしには負担だけでなく、リスクもあるが、こ

こを安全に行える

・子ども乗せ自転車は転倒時に子どもが高所から叩きつけられ

ることになるが万が一転倒しても、ベビーカー部分は転倒し

ない。

・ベビーカーに自動車が接触しても全体がフレームに覆われて

いるので、直接子どもに接触しない。（製品の構造による）

A. 全長 /全幅が長くなる

　・路肩に立っているポールや障害物との接触

　・右左折時の接触、乗り上げ

　・細い道で安全な右左折がしづらい

B. 運転感覚が自転車と異なる

　・バックや機敏な動きができない

　・前方や側面からの衝突を回避しづらい。

C. 交通ルールが自転車と異なる

　・道路が危険な場合に歩道を徐行できない

・消費者への安全性情報の共有とトレーラーの認知促進

・利用者のけん引軽車両の交通ルールの理解と遵守

・自治体、道路管理者のトレーラー認知

・サイクルツーリズムなどでの活用推進

レンタサイクルに取り付けてみたい、実際に走ってみたい等の

ご要望がありましたら、試乗車を 2週間程度お貸出しすること

ができます。トレーラー活用にご興味のある方は QR コードよ

りお問い合わせください。

・未就学児 (4 歳～ 6歳 )が理解しやすく、参加可能なプログ

ラムの開発。

・親が日常的に教えられる教育スキルの開発。

・全国規模でのインストラクターの育成。

・自治体の自転車交通教育の範囲を未就学児へ広げる。

・幼稚園、保育園、児童施設などにおけるプログラムの実施。

　現在 弊社では五感で楽しむジテンシャ教室プログラムの実

施、事業受託を行っています。

ご興味のある方は以下の QR コードよりお問い合わせください。

次回の教室予定

2022 年 11 月 27 日（日）

都立駒沢オリンピック公園  駒沢ファンタジアイベント内

A. 親の教育

・一番多くの時間が期待できるのが親の指導であるが、信号

を守る、飛び出さない等を伝える程度しか伝えられていない。

・車道を含めた一般道全般で安全に自転車を走らせるスキル

を親が持っていない。教えるためのノウハウも存在しない。

B. 教育施設

・各地域にある交通公園では信号機や道路を模した場所での

走行や、教育プログラムの提供を行っている。

C. 体系的なプログラム

・デンマーク式じてんしゃ教室は幼稚園や交通公園などで開

催されている。

　小学校へ進学し、1人で道路を移動する手前での未就学児

へ自転車安全教育は重要であるが、一部のこどもにしか届け

られていないのが現状。

×走行不可
歩道 ( 押し歩きも不可 )
自転車道
自転車歩行者専用道（道路法の
指定）
一方通行規制の逆走

出典：警察庁交通局 自転車施策の取組状況 - ～安全な自転車通行空間の確保について

出典：内閣府　児童・生徒の交通事故防止対策について

〇 走行可
自転車ナビマーク
普通自転車専用通行帯
車道左端
河川管理道路（管理者の指定に
依存）


